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次回の懇談会について
 昨年度までの防災まちづくり懇談会や８～９月に行った町会別防災まちづくり懇談会(１)で出た

課題を大きく２つのテーマに絞り、１１月と１２月に分けてそれぞれについて掘り下げていきます。
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第１回  小田地区の現状について

まち歩き 小田地区を実際に歩いてみる

第２回  小田地区の実態について

第３回  まちづくりの方向性ついて

第４回  地域の将来に向けた身近な 
まちづくりについて

視察会  他都市の先行事例を視察

昨
年
度
の
取
組
状
況
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小田周辺地区では、主に３つの取組を行っ

ています。 

・補助金等の交付による事業推進の取組 

・防災空地を確保する取組 

・防災意識の醸成を図る取組 

防 災 ま ち づ く り 懇 談 会 ニ ュ ー ス
令和２年１０月発行 

「町会別防災まちづくり懇談会（１）」概要 
開催日時：８月～９月に各役員会等に合わせて実施 

開催町会：小田１丁目町内会(9/1)、小田中央町内会(9/5) 

小田３丁目町内会(9/8)、小田五六町内会(9/25)、 

浅田１・２丁目町内会(8/22、9/26) 

場  所：各町内会館 

内  容：① 密集市街地とは 

      ② 小田周辺地区での取組 

      ③ 昨年度実施した懇談会の振返り 

      ④ 意見交換 

① 密集市街地とは 

「町会別防災まちづくり懇談会」を開催しました！ 

川崎市まちづくり局防災まちづくり推進課 担当：上田、双川、宮下

電話 ０４４－２００－２７３１ 

会場の様子 

④意見交換（各町内会から出た主な意見） 

小 田 地 区

③ 昨年度実施した懇談会の振返り 

② 小田周辺地区での取組

【特徴】 

○老朽木造住宅が広範囲に密集して存在 

○道路が狭く、公園等が少ない

【大地震時等の問題点】 

建物の出火、倒壊の危険性が高く消火活動

が遅れて広範囲で延焼する可能性が高い。

【昨年度の懇談会で出た小田地区全体での課題】

○建物について 

・老朽化の進んだ戸建や共同住宅が多く、管理不

全の建物があるため、倒壊や燃え広がりの危険

がある。 

○道路について 

・狭い道での相互通行や一方通行が多く緊急車

両が入れない。 

・袋小路が多く、火災時に避難が遅れる。 

○広場について 

・一時避難に使用できる公園や広場が少ない。

 昨年度実施した懇談会の振返りと小田地区全体での課題や各町内会の現況について説明を行い、

ご自身が住んでいる町内会でも同じような課題があるか、皆さんにお聞きしました。ニュースでは参

加者の意見を抜粋して項目ごとにご紹介します。 

【建物について】 

・大きな敷地を分割しにくくする規制ができるの

であれば実現できるとよい。 

・空家、空地があり、利用されていないものがある。

所有者への働きかけが必要。 

【道路について】 

・道路条件が悪く、再建をあきらめるケースがある。

・新築等をする際に拡幅の義務がある道で拡幅後に

再びブロック塀等を建てているところがある。 

・狭い道路には隅切りなどを作って欲しい。 

【公園・広場について】 

・公園が少ないので設置をして欲しい。 

・防災空地の整備も進めて欲しいので、空家や空

地の情報があれば市と共有をしていきたい。 

【その他】 

・市の補助制度を活用して、複数の老朽化した木造

賃貸住宅等を共同化するのは良いが進め方がわ

からない。 

・市営住宅等を密集改善に活用出来ないか。 

・補助金の制度や懇談会で出た意見などの周知の方

法に工夫が必要。 

空地 

売地 

大きな敷地 分割された建売住宅

老朽化した住宅 未接道のため 
建替えが出来ない

低未利用地 防災空地等への利用

複数の住宅 共同住宅

【今年度の防災まちづくり懇談会について】 

川崎市では、昨年度に引続き地区の皆様と防災について話し合う場として、防災まちづくり懇談会

を開催しています。今年度は、新型コロナウィルスの感染予防の観点から町内会単位で開催していま

すが、感染リスクを考慮しながら、開催規模についても柔軟に対応していきます。 

【道路・公園について】 【建物について】

・道路の幅員や配置についての考え方 

・道路や公園の整備方法について 

・道路拡幅整備等の他都市の事例紹介 

・敷地の小割対応について 

・空家への対応について 

・共同建替えについて 


